
 

 

１ 実施体制 

２ 事業内容 

開催期間 令和３年１０月３１日、１１月１４日、１１月２１日、１２月１２日 

参加者数等 定員 ５０名 応募者数 ４４名 

 参加者数 ４年 １９名 修了者数 ４年 １９名 

  ５年 １４名  ５年 １４名 

  ６年  ９名  ６年  ９名 

３ 実施内容 

１日目 
開催日時 １０月３１日（日） 

１０：００～１２：３０ 

 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 平成国際大学 

講義名 「レクリエーションゲーム」 

講師 平成国際大学教授 高野 千春  

 

２日目 
開催日時 １１月１４日（日） 

１０：００～１１：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

会場 平成国際大学 

講義名 「日本の領土はどこからどこまでか」 

講師 平成国際大学教授 野澤 基恭  

２日目 
開催日時 １１月１４日（日） 

１１：００～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 平成国際大学 

講義名 「われら HIU(エイチ アイ ユー)

探検隊！」 

講師 平成国際大学学生 

 

子ども大学くき 
学長 柏木 俊彦（平成国際大学学長） 

副学長 柿沼 光夫（久喜市教育委員会教育長） 

子ども大学くき実行委員会 

実行委員長 田中 学（久喜青年会議所理事長） 

実行委員 

（関係団体） 

平成国際大学、久喜青年会議所、久喜市教育委員会 

令和３年度 子ども大学くき 

植物を使ってゲームをしよう！ 

日本の領土を学ぼう！ 

すごい力持ちだ！ 



３日目 
開催日時 １１月２１日（日） 

１０：００～１３：００ 

 

 

 

 

 

 

  

は
て
な
学 

生
き
方
学 

会場 鷲宮総合支所４階会議室 

講義名 「楽しく学ぶレザークラフト」 

講師 鞄職人 久田 学  

４日目 
開催日時 １２月１２日（日） 

９：３０～１２：００ 

 

 

 

 

 

 

  

生
き
方
学 

会場 鷲宮総合支所４階会議室 

講義名 「書の力」 

講師 ふたば書道会師範 渡辺 真龍  

 

４ 新型コロナウイルス感染症対策（工夫した点や苦慮した点など） 

 

 

 

 

 

５ 参加者の声 

参
加
し
た
子
供
の
声
（
感
想
） 

（１日目）・知らない人が多く不安もありましたが、時が流れるにつれ友達ができ、終わる頃に

はまた行きたいと思いました。 

（２日目）・学校では学べないことを学べて、詳しく教えてくださったのでよくわかりました。 

・ウエイトリフティングの体験ができたので楽しかったです。 

（３日目）・初めてのレザークラフトで、手ぬいで仕上げるのが大変でしたがとても楽しかっ

たです。出来上がった小物入れを大切に使いたいです。 

（４日目）・いつもは嫌いな習字が、へのへのもへじや、ぐるぐるや、左手で書いたりして楽し

かったです。 

保
護
者
の
声
（
感
想
） 

・レザークラフトでは、興味があったのか頑張って作っていたのに感動しました。一生懸命に

取り組んだ小物ケースを「ママに」と渡されたのに驚きと感動でいっぱいになりました。４日

間でしたが、少しでも成長したのだなと感じました。 

・貴重な体験ができました。ありがとうございました。来年もぜひ参加させたいです。 

・引っ込み思案だったので、他校の生徒さんと話せるか心配しましたが、問題なく話すことが

できたそうです。 

・同じ学校の子が参加していたので、不安がることなく参加できました。講義内容についても

子どもが興味のあることばかりだったので、毎回楽しかったと話してくれました。回数も丁度

良かったです。 

ものづくりって面白い！ 

好きな文字を書いてみよう！ 

・受付時の体温の測定と手指の消毒 

・マスク着用の呼びかけ 

・ソーシャルディスタンスの十分な確保 

・屋内での講義、実習での換気徹底 



 


